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概要 

 

 本研究では，長方形板の水平方向に等間隔に突起を配置することにより，所定の強度を

維持して長方形板を薄肉化する方法を与えるために，曲げとせん断を受ける突起付き長方

形板の断面積減少率と幅厚比の関係を与える．この関係をアルミニウム合金桁のウェブに

適用し，フランジの断面積も含めた，桁断面の全断面積を減らすことができることを示す． 
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第 4章 突起付きアルミニウム合金板の桁ウェブへの適用 

 

図 4.1 に示すように，支間長 L=15000mm で，支間中央に集中荷重 P=300kN が作用して

いるアルミニウム合金桁のウェブに，3.4 節で与えられた突起付き長方形板を適用する．桁

断面は上下対称とし，桁高 H=1035mm，ウェブ幅 b=1000mm，フランジ厚 fT =17.5mm であ

る．支間中央の曲げモーメントとせん断力は次の通りである． 

1125
4

==
PaM kN･m                               (4.1) 

150
2
==

PQ kN                                  (4.2) 

支間中央のフランジに生じる応力σ は次式で与えられる． 

     ey
I

M
=σ                                      (4.3) 

ここに， ey ：桁の中立軸からフランジ最外縁までの距離 

フランジに生じる応力σ が 120MPa で，ウェブがせん断力 150kN を支持するように図 4.1

の桁の断面形状を決定する． 

式(4.3)のσ に 120MPa を代入して，桁に必要な断面二次モーメントが次のように与えられ

る． 
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突起無しアルミニウム合金桁の断面二次モーメントは次式で与えられる．  
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したがって式(4.4)の断面二次モーメントを満たす突起無しアルミニウム合金桁のフランジ
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図 4.1 突起付きアルミニウム合金桁
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幅 fB は 418.7mm となる． 

突起付きアルミニウム合金桁では，突起無しアルミニウム合金桁に比べてウェブの断面

積が減少するので，断面二次モーメントも減少する．そこで，フランジ幅を大きくするこ

とによって，突起付きアルミニウム合金桁の断面二次モーメントを突起無しアルミニウム

合金桁のそれに等しくする． 

突起付きアルミニウム合金桁の断面二次モーメントは次式で与えられる． 
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この式をフランジ幅 fb について解いて次式を得る． 
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したがって式(4.4)の断面二次モーメントを満たす突起付きアルミニウム合金桁のフランジ

幅 fb は 470.0mm となる．突起無しアルミニウム合金桁と突起付きアルミニウム合金桁の断

面形状を図 4.2に示す． 

突起無しアルミニウム合金桁の断面積 0A に対する，突起付きアルミニウム合金桁の断面

積 Aの比 Aη が次式で与えられる．  
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突起付き長方形板を桁のウェブに適用することにより，桁全体の断面積を 12％減らすこと

ができる． 
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図 4.2  アルミニウム合金桁の断面形状

17.5 17.5 
418.7 470.0

12.7 55.0
5.5 

6.4



 20

第 5章 結論 

  

本研究では，長方形板の水平方向に等間隔に突起を配置することにより，所定の強度を

維持して長方形板を薄肉化する方法を与えた．本研究で得られた主な結論は次の通りであ

る． 

 

(1) 純曲げを受ける突起無し長方形板の座屈強度を維持する，板厚比（突起付き長方形板の

板厚に対する突起の付根の厚さの比）と幅厚比の関係を式(2.22)で与えた． 

(2) 純曲げを受ける突起無し長方形板の座屈強度を維持する断面積減少率（突起無し長方形

板の断面積に対する突起付き長方形板の断面積の比）と幅厚比の関係を式(2.25)で与え

た． 

(3) 所定の大きさの純曲げ座屈強度を維持する突起付き長方形板の断面形状が有する純せ

ん断座屈断面強度と幅厚比の関係を式(3.29)で与えた． 

(4) 突起付き長方形板を桁ウェブに適用することにより，桁全体の断面積を減らすことがで

きることを示した． 
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